
安全を生産する工場
への挑戦

荒川化学工業株式会社
小名浜工場
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本社所在地 ：大阪市中央区平野町１丁目３番７号
代表者 ：高木 信之
創業 ：明治９年（１８７６年 今年150周年を迎える）
会社設立 ：昭和６年（１９３１年）
資本金 ：３３億４３百万円
売上高（連結） ：821億円（２０２5年度）
従業員（連結） ：１,６84名（２０２6年３月末現在）

国内販売拠点   ：本社、東京、名古屋、札幌、富士、九州
研究開発 ：大阪、つくば
連結子会社 ：国内（５）、海外（１０） （２０２5年３月末現在）

主な取引業界 ：インキ・塗料、粘接着剤、製紙
電子材料、医薬、食品添加物 他

荒川化学工業の紹介 （１）会社概要
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（２）製品の用途
①
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（２）製品の用途
②
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荒川化学工業の紹介 （3）海外・国内 拠点

所在地   ：福島県いわき市泉町
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１．安全活動の基本項目

◎基本方針
工場長方針 ： 荒川化学工業の中で一番

「安全を生産する工場」 をつくる

活動目標  ： 労働災害ゼロ、設備災害ゼロ

                                                                                                             
☆安全成績
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２．安全を生産する工場への挑戦
  ① 安全に向けて一つになった 東日本大震災 2011年

◎2011年3月11日 14時46分 震度6弱（小名浜）観測
立っていることが出来ない程の激しい横揺れが３分以上も続く

電気・水道・工業用水が停止して、全プラント停止

◎3月11日 夕方以降、次々に届く大阪本社からの応援のメール
届いたのは設備や生産に関する指示ではなく、従業員と家族の安全を気遣い励ます言葉だった

◎本社・東京支店が 地震発生後、直ちに救援物資を移送手配
次々に到着した救援物資が命をつないだ

◎3月15日 福島第一原発は、14日の３号機に続いて4号機が水素爆発 本社対策本部が全員に避難指示
福島第二原発から工場の直線距離45km。本社対策本部は100km圏外への避難を指示

避難場所が無い人ヘは、家族を含め人数制限なく筑波研究所（茨城県）への避難を受け入れ

震災を経験し、安全を最優先に考える会社の姿勢を深く共有

工場存続への危機感のもとで復旧に取組み

KIZUNAが一層強固なものになり、安全への思いが一つになった          
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２．安全を生産する工場への挑戦
  ② ２件の人身災害から始まった継続的改善 2016年

◎２０１６年 連続する人身災害が転換点に
２０１６年４月、当工場において２件の人身災害（いずれも不休災害）が連続して発生

この事態は、工場長をはじめ全員に強い衝撃を与え

「今後絶対に怪我をさせない工場をつくる」 という
強い決意を共有する転換点となった

◎2017年 「てっぺん活動」 と 「保安道場プロジェクト」 の誕生          
「今後絶対に怪我をさせない工場」 

“全員の幸せ”

「幸せを生産する工場」 を目指す、二つの取り組みを開始

                                     
てっぺん活動 全員参画による継続的改善活動

保安道場プロジェクト 安全への学びを深め、意識を高める場の整備
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２．安全を生産する工場への挑戦
③ 他工場事故を受けて 活動の深化 2017-2019年

◎２０１7年１２月１日 国内の当社・他工場において、粉じん爆発火災事故 発生

◎静電気を原因として粉じんに引火して爆発・燃焼する『粉じん爆発』 への危機感を全員が強く持った
① 同様の製品を小名浜工場でも製造している
② 発災時に現場にいたオペレーター３名が小名浜に応援異動、緊迫した状況を直接聞いた

◎小名浜工場でも起きる！自分達で何とかしなければ！という思いが、皆を動かした
（各種取り組みから主なもの）
① 発火元となった集塵機

乾式（フィルター型） 湿式（水使用型）に変更
② 湿式化に伴い、粉塵と水の分離が課題となった

小名浜工場が技術部門と協力して分離化を実現した

それらの取組みを通して、安全活動への全員の思いが深化していった

◎２０１９年 てっぺん活動 を深化させた 目指す姿を新たにした

他工場の大事故を、我々全員のことであるという認識を工場全体で深く共有

幸せを生産する工場 安全を生産する工場

湿式集塵機 10

活動を新たなステージへ進めた



３．てっぺん活動の展開
① 全員参画で 「安全を生産する工場」 へ

てっぺんサークル
リスク低減活動

安全を考える日

ヒヤリハット活動

班長討議会

安全バトンリレー

安全基盤情報の整備設備管理体制の整備

漏洩対策

協力会社パトロール

Good job！活動

安全を考える日保安道場での学び
・安全体感
・安全基本力
・ノンテクニカルスキル
・教えることの体感研修
・階層別設備教育
・階層別安全保安教育
・受入研修者との交流
・出張保安道場 ご安全に！挨拶活動

基本を守れる人づくり
・サークル5S

階層別
コミュニケーション会

保安当番の一言活動

リスクの低減 人づくり

てっぺん活動

 悲惨な大事故を決して起こさない
●組織がめざす姿

 一人ひとり怪我をしない、相互に怪我をさせない
●個々人がめざす姿

「安全を生産する工場」をつくる

全員が参画して、安全の頂・てっぺん へ

各種活動を大きな一
つの取組みと捉える

リスクアセスメント
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３．てっぺん活動の展開
② てっぺん活動を牽引 工場長が決意を表明

◎てっぺん活動を牽引する 工場長 からの決意表明
2026年4月1日

小名浜工場 2026年度指標
『 一人ひとりが考動し 積極的な発言で築く 「安全を生産する工場」 』

小名浜工場長

「安全を生産する工場」を実現・継続するには、「一人ひとりが考動する」ことは勿論ですが、一人ひとりだけでなく工場全体での考動と
すること、そのためには各自が積極的に発言し多角的に討議することが必要との思いです。

25年度も多数のヒヤリハットを提出いただきました。ありがとうございました。これも発言のひとつですが、いろんな場面で自分の意
見を声に出していただきたいと思います。

25年度の工場指標は 『 誇りを持って 相互信頼で続ける 「安全を生産する工場」 』 としていました。
互いに意見を述べ合うことにより、「相互信頼」も向上していくと思っています。異なる意見となることもあるでしょうが、それが良いの
です。同じ意見・観点ばかりであれば同じリスクしか出てきません。違う観点での意見だからこそ、違うリスクの気づきに繋がります。
いろいろと経験しているからこそ気づくこと、反対に経験が少ない＝慣れていない/狎れていないからこそ気づくこと、疑問に思うこと
があると思います。年齢/経験に関係なく、互いに意見を述べて、互いの意見を尊重しながら、意見を集約していきましょう。
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◎工場長が安全の取組みを率先
安全バトンパトロールへは工場長として初めて率先参画
第一線のメンバーとコミュニケーションを図り、改善を指示

工場長の率先考動が工場の全員を牽引している



４．リスクの低減
① ヒヤリハット活動のPDCAを回す 

◎「言ったのに、やってくれない を無くそう！」 の思いから、新ヒヤリハット活動をスタート

◎「改善の進捗は、今どうなってるの？」 の声に、丁寧に対応していった
①保安課内に事務局を置き、工場全体のヒヤリハット改善状況をグリップ

②製造課では、ミーティングで改善状況を丁寧に説明

◎改善を進める際に、安全技術を活かしての変更管理を必須としていった

◎活動結果を次年度に活かすというサイクルを回す中で、活動を大きく進化させていった
①リスク高ヒヤリ（レベルⅢ・Ⅳ）の改善率90%以上を目標件数の一つとして導入

②非定常作業におけるリスクを低減する為、非定常作業ヒヤリの抽出を目標件数の一つとして導入

③活動に参加する従業員の参画意欲を高める仕掛けを工夫

④管理職のヒヤリ提出件数も目標の一つに導入、全員参画による一体感につなげた

ヒヤリハット活動のPDCAを回していった 保安力向上センターによる保安力評価・審査 
(2023年受審 当工場BSプラント)では

「ヒヤリハット活動のPDCAが美しく回っている」 と評価いただいた
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４．リスクの低減
② 安全バトンリレー 

◎時間は３０分以内程度の短時間で実施
 現場担当者とコミュニケーションをとりながらまわる

◎作業、エリア を絞ってパトロール
（実施例） 作業面 原料仕込、製品包装、工事中の安全、スタートアップ、

 凍結対策、交替引継ぎ、分析、保護具の着用、熱中症対策 など

エリア面 製造棟の各フロアー別、倉庫別、雨水側溝経路、防災倉庫、
 計器室、ボンベ置場、廃棄物置場 など

◎パトロールから、グッジョブ、ヒヤリハットで発信、共有

安全のバトン
毎週交替する管理職1名が

 次メンバーに渡していく 14



４．リスクの低減
③ てっぺんサークル活動 

Bef
ore

Aft
er

◎職場ごとのサークル活動を、2つの面で展開
①サークル5S活動
②リスクの低減

★サークル5S活動の取組み例
5つのS  整理  整頓 清掃  清潔 躾 をしっかり

意識する

◎毎年度末の活動発表会で、活動を報告
優秀サークルを表彰

★リスクの低減の取組例
メンバーによるリスク抽出が出発点

ホース使用 専用ノズル・スライド台座
移動式台秤 固定台秤

変更時のRAを経て改善

全員参画の地道な活動が達成感を醸成

硫酸の小分け作業

15



５．人づくり
① 保安道場 役割り・運用経緯・主な活動 

◎保安道場の役割
① 見て,聞いて,感じる 『体験』を通じて、安全スキルを学び、

実践に繋げるための気付きを得る場

② 安全体感、安全基本力(指差呼称、危険予知など)、ノンテクニカルスキル などの理解と実践

◎運用の経緯  
① ２０１９年 設立

                         
② ２０２２年 専任講師２名を配して、本格的な活動を開始 

◎主な活動                        
① 小名浜工場内での安全に関わる各種研修

                        
② 国内外の各事業所から受け入れての各種安全研修

計８４回開催 （海外受入 ８回）

③ 国内の各事業所に出張しての各種安全研修
計３回開催

各所からの研修来場者との安全交流も意識変革に効果                                 
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保安道場研修実績   (参加延人数）

国内外の他事業所  574名

小名浜工場内  478名

合 計 １,０５２名



５．人づくり
② 保安道場・第1の柱 ～安全体感講習～ 

◎ 見て、聞いて、感じて、
  危険感受性

を高める！

☆ 9機種で12種類の
安全体感
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５．人づくり
③ 保安道場・第２の柱 ～安全基本力研修～ 

◎実践で
 安全基本動作
 基礎知識

        を体得！

浜焼き の浜
小名浜 の浜

浜の一人ＫＹカード
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５．人づくり
④ 保安道場・第３の柱 ～ノンテクニカルスキル研修～ 

◎安全に
 深く関わる
 ノンテクニカル

スキルを
学ぶ

★演習からの
気づきを発表
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５．人づくり
⑥ コミュニケーション ～グッジョブ！活動～ 

◎グッジョブ活動を展開
・Good job！活動を工場全員で展開

仲間への感謝、感心、感銘、感動 を イイネ！グッジョブ！で、全員共有

☆活動浸透への工夫 ① グッジョブマグネットを進呈 （22～24年度）

協力会社さんへも発信
グッジョブ！ によるコミュニケーションが、安全の土壌を耕している



６．社内の安全連携を活かし、全社へフィードバック
 ② 安全技術者の育成・活動 プロセスリスクアセスメント 

◎【安全技術者】 の育成と活動

① 安全 を経営の最優先事項と位置づけ、
専門的な知識を持った 「安全技術者」 の

育成と配置を進めている

② 役割り リスクアセスメントを主導し、
設備安全化に適切な助言をする

 安全管理の主導、設備安全対策の強化

③ 育成 1年間の専用プログラムを通じて、高度な専門識を習得する
 ２０２１年度 育成スタート
 ２０２5年度 5期生まで24名を育成、各部門・各事業所に配置

① 安全技術者が場内の各種変更管理において安全技術面を支援

② 安全技術者がリードして、プロセスリスクアセスメントを展開
HAZOPを活用しての検討
・製品製造における潜在リスク抽出
・高圧設備の改善対策

小名浜工場メンバーも参加しての取組み
活動内容を全社にフィードバック

☆小名浜工場でのプロセスリスクアセスメントへの取組み
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７．保安力評価受審への取組み
 

◎保安力向上センター（特定非営利活動法人）による保安力評価を受審
①受審 23年1月
②受審プラント 小名浜工場 BSプラント ⑤全社的なレベルアップにもつながっている   
③結果 安全基盤 平均 3.0 （最高5.0）  ２０２７年度・小名浜工場次回受審 を計画

 安全文化 平均 3.2 （最高5.0）
※保安力向上センターが

「石油・石化業界における標準的な水準」
と判断するレベル 3.0

④成果 受審に向けての改善、整備の取組みにより、
安全基盤、安全文化の両面で安全力が向上してきている

22



８．まとめ
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全員が思いを一つにした東日本大震災

２件の人身災害から、てっぺん活動がスタート

他工場爆発火災事故を受けて活動が深化

工場内の全員が同じ方向を向いた

多くのメンバーが、安全への思い・取り組みに
一歩踏み込んだ

一歩踏み込んだ仲間の後ろには、必ず
フォローする誰かがいた、一人ではなかった

今回の受賞は、何か一つの
突出した取り組みの成果で
はなく多くの人が、さまざま
な活動を通して相互に影響
し合った結果

私たちは、この成果に立ち
止まることなく、
さらなる安全力向上の取り
組みを継続していきます
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